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森田雄一郎（もりた ゆういちろう）
株式会社日立システムズ 
公共・社会事業グループ
社会情報サービス事業部社会システム第二本部
第二システム部第一グループ
技師

 2003年入社
 20年以上にわたり、日立システムズで社会インフラや公共シス
テムの最前線を支えるプロジェクトに従事。

 多様なプロジェクトで技術力とリーダーシップを発揮し、社会に
貢献するシステム構築を牽引。

 CYDEEN 映像データ利活用システムの製品化取りまとめ

登壇者自己紹介
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インフラ保守における映像データ活用の現状と課題

1
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現状の社会インフラの深刻さ
1. インフラ保守における映像データ活用の現状と課題

2012年 笹子トンネル 天井板落下事故

2025年 埼玉県八潮市 道路陥没事故

 インフラメンテナンスの危機感が高まり、点検基準の見直しや定期点
検の義務化、維持管理体制の抜本的強化が図られる

 下水道管路の破損に起因すると考えられる大規模な道路陥没
 周辺住民の生活に影響を及ぼしただけでなく
世の中の皆が衝撃を受け、大きな関心ごとになるこれ以外にも

多数の事故が発生

2025年3月7日 秋田県男鹿市 下水道補修工事中
 3名の作業従事者が死亡する事故

2024年5月21日 神戸市長田区水道管破裂

2025年4月30日 京都市下京区水道管破損

2025年5月10日 大阪市城東区水道管破損

2025年6月10日 福岡市中央区国体道路道路陥没

2025年6月10日 神戸市中央区住宅街道路陥没

2016年11月8日 博多駅前 道路陥没事故

2025年6月11日 西広島バイパス 道路陥没

2025年6月28日 鎌倉市浄明寺 道路冠水 水道管継ぎ手離脱

2018年7月8日 東京都北区 水道管破裂

2021年10月3日 和歌山県水管橋崩落

2025年7月14日 横須賀市道路冠水 原因は水道管工事不備
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インフラの課題
1. インフラ保守における映像データ活用の現状と課題

国土交通省社会資本の老朽化の現状と将来
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/02research/02_01.html
をもとに日立システムズにて作成

道路橋 トンネル 河川施設 水道管路 下水道管渠

下水道管

道路

水道管

トンネル 橋梁

発電設備 変電・送電設備 工場設備

日本の生活を支える道路や橋、トンネル、送配電網の設備である鉄塔や電柱など、インフラの多くは、
1960年～1970年代の高度経済成長期に建造されました

建設後50年以上経過するインフラが増加

（橋長2m 以上）
［約73 万橋］

［約1万1千本］ ［約4万6千施設］ ［総延長：約74万ｋｍ］［総延長：約49万ｋｍ］

インフラ設備の老朽化

自然災害の頻発化・激甚化

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/02research/02_01.html


©Hitachi Systems, Ltd. 2025. All rights reserved Hitachi Systems | 日立システムズフェア2025 | 映像データの利活用で変えるインフラ保守の未来7

社会インフラの課題
1. インフラ保守における映像データ活用の現状と課題

高度成長期に整備されたインフラの老朽化が進む中、維持管理を担う熟練作業員の人員不足と
高齢化が課題となっています
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45歳以上が約56％

熟練作業員が
定年退職（減少）

単位:％ 熟練作業員の不足と高齢化

点検員が不足して
若手の採用が困難

入社しても
数年で辞めちゃう

退職した熟練者を
新規採用で
補填しようにも
応募者が少ない

上下水道 維持管理企業、高速道路会社、鉄道会社、etc.
インフラを担う企業にとっても労働力確保が深刻な課題

年齢階級、産業別就業者数（構成比） 電気・ガス・熱供給・水道業
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「令和2年労働力調査年報 年齢階級，産業別就業者数（実数及び構成比） 」（総務省統計局） 
https://www.stat.go.jp/data/roudou/report/2020/ft/zuhyou/b00500.xlsxを基に日立システムズにて作成
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インフラの課題に対する政府の動向
1. インフラ保守における映像データ活用の現状と課題

 「持続可能なインフラメンテナンスの実現」に際しては、今後の取
り組みの方向性として次の3点を挙げている。
1. 計画的・集中的な修繕等の確実な実施による
「予防保全」への本格転換

2. 新技術・官民連携手法の普及促進等による
インフラメンテナンスの生産性向上の加速化

3. 集約・再編やパラダイムシフト型更新等の
インフラストックの適正化の推進

 今般、インフラ分野の DX の一層の推進に向け、
３つの観点で分野網羅的、組織横断的に取組を図る。

メンテナンス技術者の減少やインフラの老朽化がますます進む中、効率的なメンテナンス体制・仕組みの
構築が重要であり、安全を維持するための取り組みが急務となっています

2023年8月に公表
「インフラ分野のDXアクションプラン2」

国土交通省
2021年6月に発表

「国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）」
（第二期）

インフラの作り方の変革
インフラの使い方の変革
インフラの活かし方の変革

デジタル技術を駆使してインフラの機能を最大化するとともに、
効率的・効果的な維持管理を推進することで、
賢く（Smart） かつ安全（Safe） で持続可能
（Sustainable）なインフラ管理の実現をめざすというもの。

ドローン
ロボット

AI
xR など

国土交通省発表資料を基に日立システムズにて作成
・「インフラ分野のDX アクションプラン2」 2023年8月 国土交通省

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001633173.pdf
・「国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）」 2021年6月 国土交通省

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/_pdf/tyouzyumyou2gaiyou.pdf
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映像データ利活用のニーズ高まり
1. インフラ保守における映像データ活用の現状と課題

インフラ保守・維持管理にかかる業務の効率化・省力化を図るための技術のひとつとして、
映像データの利活用が挙げられます
インフラ保守・維持管理における困りごとと映像に対するニーズ
点検作業の効率化・

安全性向上
人手不足を起因とし、現場に行かないでも
点検が可能な遠隔点検技術への期待

記録を残し、後から見直すため、
映像データによるエビデンス化が増加

記録・保管・再利用
への要求

現場と本部間の
情報共有の非効率

音声や文字のみでは正確な情報共有が
困難で、判断や対応が遅れるケースが発生

映像が不鮮明で
確認困難

スマートフォンやドローンなどさまざまなデバイス
で映像を取得するが不鮮明で使えない映像
が多数

解析技術の不足 目視による異常検出は技術が必要のため、
俗人的な作業となってしまっている

映像関連技術の変化

ドローンやスマートフォンの普及

映像データ収集を容易にし、
多様な用途を可能に

解析技術の進化

画像認識・異常検知の精度が向上しつつ
あり、映像解析による自動化が現実的に

画像処理技術の発展

鮮明化や超解像化など、不鮮明な映像を
価値のあるデータに変えることが可能に
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CYDEEN 映像データ利活用システム 提供開始
1. 社会インフラ保守事業取り組みの背景

CYDEEN立上げ1994年
2007年

2015年

維持管理系サービス開始

2021年

（計画・積算）

（維持管理、フィールド作業支援、
メータ読み取り 等）

水インフラ監視サービス開始
（上下水：水位、水圧、流量、水質）

映像データ利活用システム

2025年

（映像統合、映像共有、鮮明化）
調達系サービス開始
（電子入札、契約、工事施工）

計画

点検・
維持管理

入札/契約

工事施工

フィールド保守等

最適化
事務系

現場系

社会・公共のライフサイクルをサポートするソリューションとして、豊富な実績と最新の技術を集結し、
多くのお客さま業務のシステム化を支援するサービスを提供

2025年7月3日 社会インフラの維持管理をサポートする「CYDEEN映像データ利活用システム」の提供を開始

2025年7月3日 ニュースリリース
https://www.hitachi-systems.com/news/2025/20250703.html

映像データをさらに利活用することで業務の省力化を支援
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CYDEEN 映像データ利活用システムの概要

2
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CYDEEN 映像データ利活用システムの概要
2. CYDEEN 映像データ利活用システムの概要

映像統合 映像共有 鮮明化
1 異なるメーカーのカメラを
同じシステム
画面で見たい

2 スマートフォンや

タブレットで
カメラ映像を見たい

3 制御システムの画面
    （HMI）を
リモートでも見たい

4 5 6 AI分析により
自動判定など省力化や
属人化対策をしたい

不鮮明な画像、動画を
鮮明にしたい

異常時の映像データを
他システムで
使いたい

映像利活用

鮮明化で
視認性向上

映像データ利活用システム

ライブ配信

IP化

連携API

録画・蓄積

他システム

異常検知時に
映像切り出し

画像、映像
視認性向上

監視所
（高精細モニター）

現場作業員
（タブレット）

Wi-Fi等

視認性向上
（ソフトウェア）

AI分析機能

IoTデータ
収集サービス

Simple IoT Gateway

カメラ映像以外に
センシングにより
現場状況把握

警護ロボカメラB社ネットワークカメラ 車載カメラA社アナログカメラ IoTセンサー

既存アナログカメラも含
みIP化して

タブレット等に配信 監視システムのモニ
ター映像もIP化して

配信

視認性向上
（ハードウェア）

複数のカメラを
同一の環境で

閲覧

ウェアラブルカメラ

連携APIで
映像データを
他システム連携

Wi-Fi等

1

2

3

4

5

5

6
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機能説明①映像統合
2. CYDEEN 映像データ利活用システムの概要

映像統合
1 異なるメーカーのカメラを
同じシステム
画面で見たい

異なるメーカーのカメラ映像を統合・配信が可能
統合した映像をさまざまなデバイスに配信

A社カメラ

A社
レコーダー

BEFORE

B社カメラ C社カメラ

B社
レコーダー

C社
レコーダー

A社
ソフトウェア

B社
ソフトウェア

C社
ソフトウェア

A社カメラ

AFTER

B社カメラ C社カメラ

映像データ利活用システム

Web

 メーカーごとに異なり運用が煩雑
 レコーダーも各社ごとで無駄が発生

さまざまな映像データを
集約、利活用が容易に
お客さま用途に応じた閲覧用Web画面を開発
することで、すべてのカメラをさまざまなデバイス
で閲覧可能
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映像データ利活用システム

2 スマートフォンや

タブレットで
カメラ映像を見たい

14

機能説明②映像共有（映像配信）
2. CYDEEN 映像データ利活用システムの概要

映像共有

VPNなど

ライブ配信

IP化

アナログカメラ

アナログカメラ

監視センター監視システム

同軸ケーブル

エンコード
処理同軸ケーブル 配信

カメラ映像

モニター映像

カメラ映像

DVI等

関連部署
（IPモニター）

現場作業員
（タブレット）

ネットワークカメラ

LANケーブル
カメラ映像

IPモニターの場合
PCレスで映像表示
電源とLANケーブルを刺すだけ

すべての関係者が同一の映像（画面）を閲覧できるため
緊急時でも迅速に適切な体制と対応が可能に

複数のカメラを統合

幹部/管理者
（スマートフォ

ン）

敷地内の作業エリア

現場作業員
（タブレット）

遠隔地/自宅等

既存アナログカメラをIP化してタブレット等に配信
PCレスでモニターに映像を表示できるので設置も簡単
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インターネット接続不可のシステム

3 制御システムの画面
    （HMI）を
リモートでも見たい

15

機能説明③映像共有（画面共有）
2. CYDEEN 映像データ利活用システムの概要

映像共有

製造管理システム 発電管理システム

鉄道運行管理システム

上下水道管理システム

道路／航空管制システム

システム表示用
大型ディスプレイ等

制御系NW

DVI/
HDMI

映像データ利活用システム

映像信号分配のみ
ネットワーク通信不可

モニター映像閲覧のみ
制御システム操作不可

災害発生時などの緊急時に、
自宅からでも監視システムを確認可能

VPN
など

関連部署
（IPモニター）

現場作業員
（タブレット）

幹部/管理者
（スマートフォン）

敷地内の作業エリア

現場作業員
（タブレット）

遠隔地/自宅等

インターネットに接続できない監視システムのモニター映像をIP化して
PCやタブレット等に配信

監視所

ライブ配信

IP化
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4 不鮮明な画像、動画を
鮮明にしたい

16

機能説明④鮮明化
2. CYDEEN 映像データ利活用システムの概要

鮮明化
映像を見やすく鮮明化、視認性の高い映像を提供
不鮮明な映像をリアルタイムに鮮明化してモニターに表示

既設設備と接続して利用可能

カメラ

レコーダー
PC

HDMI
視認性向上

（ハードウェア/ソフトウェア） HDMI

鮮明化装置
モニター

16

鮮明化

POINT1 さまざまな映像データを鮮明化

POINT2 リアルタイム処理／オンデマンド処理

既設カメラで撮影した動画や画像などさまざまな映像データを鮮明化できます。
明るさ調整のみではなく、輪郭強調や彩度を調整することにより、お客さまが得たい情報に適した視認性の高い映像を
ご提供。

リアルタイムで映像を確認する監視業務向け：ハードウェア版
オンデマンドで映像を確認する点検業務向け：ソフトウェア版

POINT3 用途に応じたチューニングが可能
雪・霧・照度不足に適した鮮明化モードを有しており、すぐにご利用いただけます。
その他の阻害要件に応じたチューニングも承りますのでご相談ください。（逆光、粉塵などの対応実績あり）

照度不足

雪

霧



©Hitachi Systems, Ltd. 2025. All rights reserved Hitachi Systems | 日立システムズフェア2025 | 映像データの利活用で変えるインフラ保守の未来

5 異常時の映像データを
他システムで
使いたい
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機能説明⑤連携API
2. CYDEEN 映像データ利活用システムの概要

映像利活用
他システムで利用する映像データをAPI経由で切り出し可能

映像データ利活用システム

カメラ

関連部署
（PC）設備

異常

IoTセンサ

IoTデータ収集

カメラ映像

異常状態をセンシング
異常検知

連携APIを使用して、
異常時の映像切り出し指示

報告書
システム

映像ファイル

異常時モニタリング情動

連携API

例）

切り出された
部分映像

報告書・帳票用に
霧切り出された部分映像を

貼り付け
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6 映像解析により
自動判定など省力化や
属人化対策をしたい
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機能説明⑥映像分析
2. CYDEEN 映像データ利活用システムの概要

映像利活用 異常検知、文字認識、分類などを自動実行
さまざまな業務のヒューマンエラー、人手不足、属人化を画像分析で解決
お客さまの実現したいことに適した画像処理方式をご提案

映像分析

映像データ利活用システム

連携API

ルールベース
分析

AI分析

 あらかじめ定められた条件やアルゴリズム、形状マッチングに
基づいて行う画像処理
屋内点検での異常判定

• 警告ランプの色判定
• 制御装置のモニター画面や盤の数値・文字を読み取り判定
• ベルトコンベアー上の物品異常判定 等

在庫管理
• 石膏倉庫で面積を読み取り在庫管理
• 大型部品をバーコード読み取りにより
在庫・ロケーション管理

 お客さまのお困りごとに合わせて数多く存在するAIアルゴリズ
ムの中から最適な手法を選定し、機械学習させることで独自
AIモデルを作成

例）

屋外点検での異常判定
• 道路上の事象や路面の異常検知
• 線路沿線の異常検知

人の認識、行動検知
• 不審行動、迷惑行動、
白杖・車いすの検知

例） 物体の認識、分類
• 作業現場での
持ち込み工具管理
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2. CYDEEN 映像データ利活用システムの概要

鮮明化 デモンストレーション
デモンストレーション動画をご覧ください

見えなかった映像を、見えるようにすることで
利活用に向けたお手伝いを行います
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具体的ユースケースと導入効果

3
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3. 具体的ユースケースと導入効果

以下の3つのテーマで
ユースケースをご紹介します

映像共有 鮮明化 AI分析



©Hitachi Systems, Ltd. 2025. All rights reserved Hitachi Systems | 日立システムズフェア2025 | 映像データの利活用で変えるインフラ保守の未来22

ユースケース①
3. 具体的ユースケースと導入効果

映像共有

中央監視室
/事務所等

設備現場A

管理者/
熟練技術者

熟練作業員が現場に駆け付けなくても、
現場にいる作業員に対して遠隔で作業をサポート

経験の浅い作業員が現地から映像を熟練作業員に共有

熟練度に頼らない人員配置、熟練作業員の工数削減、知識の共有
口頭に依存しない正確な状況把握と速やかな意思決定を支援

現場作業者

設備現場B

遠隔の複数現場と中央監視室で
どこで何が起きているか俯瞰しての状況把握を効率化

設備現場の制御モニター画面＋カメラ映像等を統合・集約
制御モニター

現場作業者

管理者/
統合管理者

設備現場C

現場作業者

他の設備も含むシステムの稼働状況を確認・把握しながら、
修繕作業・タイミング合わせ・微調整作業を実施

場内外の作業者にシステムのモニター画面を共有

遠方
（出張中や自宅等）

トラブル時/災害時の
状況判断が
難しい際に

モニター・カメラの
映像を共有

速やかな意思決定
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ユースケース②
3. 具体的ユースケースと導入効果

鮮明化 人が立ち入るのが危険な暗所の遠隔監視を実現し工数を削減
撮影済みの点検映像に不鮮明なものがあっても撮り直し工数を削減

暗くて危険な場所に
点検用カメラを設置したが
暗くて見えない

超高感度カメラは
高額で投資が難しい

設置していても
役に立っていない

既設カメラを有効活用

低価格な方法で実現

夜間

悪天候

暗所

不鮮明画像を鮮明化し
再点検（撮り直し）に必要な工数を

削減影

巡回して点検撮影するが
状況が判断しずらい
ケースが多い

逆光

レンズが汚れるため
頻繁に清掃が必要

高所作業のため危険も多い

鮮明化技術を
利用することで
カメラレンズ汚れの
メンテナンス頻度を

削減

汚れ 危険

鮮
明
化
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ユースケース③
3. 具体的ユースケースと導入効果

AI分析 装置類のメーター、ランプ、モニター、文字、異常な物体の発生を
人手に頼らず自動で判定し省力化ならびに生産性向上

サーバーラック 装置類生産ライン

警告ランプの色判定
装置のモニター内数値・文字判定

発電設備

装置の挙動・トラブル など

大型部品のバーコード読み取り
コンベアー上の物品異常判定

破損原因となる灰・ゴミの量を判定 など

装置のメーター値判定

現場作業者

迷惑行動やトラブルの検知
白杖・車いすの検知

危険行動・不審行動の検知

一般市民

など

画
像
認
識

監視業務の効率化・省力化

品質・精度の向上

安全性の向上と生産性の向上

 異常検出のリアルタイム化
 目視確認・記録作業の自動化
 映像記録からの自動ハイライト
抽出・重要シーン切り出し

 人による見落としや判断ミスを抑制
し、客観的・安定的な判定

 AIが同じ条件下で同じ判定を繰り
返すことで品質のばらつきを解消

 経験の差による判断の偏りを補正
 ベテランでなくても高精度な判断が
可能に（暗所や遠景でも識別）

 事故・トラブルの早期発見
 設備・装置のチョコ停・ドカ停を削減
し生産性向上
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工場

自宅

25

ユースケース④
3. 具体的ユースケースと導入効果

映像共有／
AI分析

生産システムの異常自動判定による見落とし削減、対策の早期化
遠隔監視により監視シフト体制の省力化

生産ライン
生産管理システム

異常時はセキュアに状況を遠隔確認

ランプ監視
数値・文字監視

警告灯

人ではなくAIが24h監視

発報

人が担っていた監視業務をAIが代替

異常検知時は即時発報

自宅からもシステム画面が
確認可能
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事例のご紹介 - NEXCO中日本様（イノベーション交流会を通じた実証）
3. 具体的ユースケースと導入効果

高速道路における全線常時監視体制は、既設の監視カメラを活用することで、異常事象の早期検知・把握を可能にしている。
 しかし、夜間や霧などの気象条件によっては、カメラ映像の視認性が著しく低下し、十分な情報取得が困難となる場合がある。

高速道路

保全・サービスセンター

高速道路を
常時全線監視

いち早く事象を検知・把握し
即時対応する

霧

雪

夜

雪でモヤ状になっている場合でも、鮮明化により車両の有無などを確認しやすくなった鮮明化

霧により視認性が悪い状況でも、鮮明化後は車両のAI検知が可能となった

「夜間」や「降雪あ
り」で事象把握が
容易になった

照度不足×降雪
など

視認性が悪い
状況であるほど
効果が大きかった

実証いただいた際のご意見
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将来展望

4
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インフラ保守のめざす姿
4. 将来展望

事業者 ・・・

下水浄水場他
設計 工事 監視 ・・・

上下水

事業者 ・・・

上水処理場他
設計 工事 監視 ・・・

電力 防犯・防災道路
高速
道路

一般
道路

JR
民鉄

公共
鉄道

民間
事業者

鉄道 ガス
民間
事業者 警察 消防

製造業

工場 プラ
ント 倉庫 ビル 商業

施設

物流
港湾
空港

経済

 故障や破損のリスクが高まる
 人による作業のばらつきや見逃し
 すべて十分に点検・補修していくことが非常に難
しい状況

インフラ・設備の老朽化モノ
の視点

 労働人口の減少
 新規採用の困難化、熟練者の退職
 保全の現場でも外国人労働者の増加
 働き方改革推進による労働時間の制約

人手不足ヒト
の視点

 修繕費用を抑えながら効率よく保全する費用抑
制

 長期稼働・延命させるケースが多く、
維持管理コストの増加

費用抑制と保全最適化カネ
の視点

ノウハウの見える化

点検・監視業務の
自動化

点検・監視業務の
遠隔化

異常検知・予兆の
機能向上

危険な場所や遠隔地に行かなくても
インフラ点検ができる

言葉がわからなくても
インフラ点検ができる

修復が必要な箇所が
おのずとわかる

熟練の技術者でなくても
インフラ点検ができる

災害時にトラブルが発生する
危険箇所が事前にわかる

事故や災害が発生したときに
速やかに復旧する

情報・データの
整備・管理

業務プロセス

をDXで

現地に行かなくても

IoTで
技術員の五感を

センサーで

熟練者の経験則

をAIで

ヒューマンエラー

を自動化で

人の代わりに

ロボットで

資産ライフサイクルを

EAMで

見えないものを

鮮明化で
マクロな変化を

衛星で

情報・データを

台帳へ
作業の省人化・省力化
紙などのアナログ作業を効率化

点検・検査のシステム化
新人・外国人への教育、言語
の壁の補間

設備や部品の劣化状態を把握
予防保全による優先順位づけ
適正な保全計画
 トラブルを未然に防ぐ予兆保全

 ナレッジの蓄積と共有
 ヒューマンエラー発生を抑制
突発トラブルへの初動対応適
正化（トラブル発生後の速や
かな復旧）

復旧までの的確な指示・情報
共有

インフラの劣化や不具合を早期に発見するため、フロントラインワーカーの安全性向上や業務効率化に貢献
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4. 将来展望

 「CYDEEN 映像データ利活用システム」における
映像データ利活用の高度化、拡大化に取り組んで
まいります。

 新たな映像処理機能の追加、AIを活用したさらなる
サービスの追加に向け、研究開発を進め、
社会インフラにおける課題解決に貢献します。
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